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レバレジーズ株式会社

「タイパによるキャリア形成」、40代よりも20代が意識

【後編】現在の転職活動に関する実態調査

レバレジーズ株式会社が運営するフリーター・既卒・第二新卒向け就職支援サービス ハタラ

クティブ( https://hataractive.jp/ )は、若者のキャリアに関する実態を把握するため、20代と
40代の正社員1,335名（20代：563名・40代：772名）を対象に、現在の転職活動に関する実
態調査を行いました。本調査は前編・後編に分かれた発表となり、前回の調査※1に続く「現

在の転職活動に関する実態調査」の後編をお届けします。

※1 2024年8月発表「【前編】現在の転職活動に関する実態調査」
（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000674.000010591.html）

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000674.000010591.html


＜調査サマリー＞

1. 20代の転職顕在層・潜在層の約半数が「タイパによるキャリア形成」を実践
2. 現在の転職活動理由、20代の約4割が「ゆるブラックが原因」と回答

1.20代の転職顕在層・潜在層の約半数が「タイパによるキャリア形成」を実
践

　昨今、若者の価値観や消費行動の特徴を表す言葉として話題となっている「タイパ※1」につい

て、その実際の認知度と理解度に関して調査したところ、20代だけでなく40代も、約6割が「理解
している」と回答しました。

　転職顕在層※2及び転職潜在層※3に対し、「転職活動においてタイパを意識している行動」に

ついて聞いたところ、20代が「キャリアにおいてタイパを意識していること」として最も多かったの



は「やりたいことができる環境を選ぶこと（35.2％）」となり、次いで、「早く成長できる環境を選ぶ
こと（31.5％）」が続きます。
どの項目においても、「無意識的に行っている」と回答した割合が2割程度存在することから、
「意識」「無意識」を問わず、20代の約半数が効率的にキャリアを築くことを目的とした「タイパに
よるキャリア形成」を実践していることがわかりました。

20代と40代で比較した「タイパによるキャリア形成」の実践率は、全ての項目で20代が5〜7pt
程度高いことが見て取れます。

「転職活動自体においてタイパを意識していること」に関して、20代は全ての項目で「意識的に
行っている」より「無意識的に行っている」の割合が上回っており、40代と比較しても「無意識的」
の割合は2~7pt程度高くなっています。

現在の20代の多くはデジタルネイティブ世代※4と呼ばれています。現代の若者の間では、転職

活動をリモートで行うことや、様々な手段や媒体から情報を収集することは、無意識的に効率的

な方法として選ばれているようです。



■本調査における言葉の定義
※1 タイパ：タイム・パフォーマンスの略。「時間対効果」と言われ、費やした時間と得られた満足度の相対性を意味する
言葉。

※2転職顕在層：「現在転職活動中」と回答した人
※3転職潜在層：「応募や選考はしてないが、情報収集をしている」もしくは「転職活動はしていないが、転職を計画して
いる」と回答した人

※4 1990年代から2000年代生まれのインターネットやデジタル機器がある環境で生まれ育った世代

2.現在の転職活動理由、20代の約4割が「ゆるブラックが原因」と回答

　長時間労働が問題視され、政府による働き方改革への取り組みが実施されるなか、若手社員

の離職原因として話題となっているのが「ゆるブラック企業」です。この「ゆるブラック」について

聞いたところ、「言葉を聞いたことがあり、意味も知っている」と回答したのは20代で17.6％、40
代では10.4％と約1割程度にとどまりました。



「ゆるブラック」を「仕事は楽だが、成長できずスキルアップやキャリアアップも難しい職場」と定

義した上で、現在の転職活動理由について聞いたところ、20代では40.8％、40代では35.1％が
「企業が『ゆるブラック』であることが理由である」と回答しました。

言葉の認知度は低かったものの、「ゆるブラック」を実感している割合は一定数存在することが

見受けられました。

職場が「ゆるブラック」だと感じる点について、40代より20代の回答割合が上回ったのは「スキ
ルが身につかない（20代：43.7％　40代：43.0％）」「働きたいのに働けない（残業できない）（20
代：32.2％　40代：22.8％）」でした。

20代の転職顕在層・潜在層の約半数が「タイパによるキャリア形成」を実践していることからも、
20代は40代と比較して「早く成長しなければならない」といった感覚が強いように見受けられま
す。





＜ハタラクティブ事業責任者・後藤祐介氏からの一言＞

　今年の4月、「退職代行サービス」やそれに伴う「スピード離職」が話題となり、20代の仕事や
キャリアに関する価値観に注目が集まりました。一連の報道を受けて、「若者はすぐ辞める」と

いったネガティブな印象を持った人も少なくないでしょう。

一方、今回の調査（前編・後編）では、40代よりも20代の方が「市場価値向上への意識が高く、
早く成長したい」と感じている割合が多いことが明らかになりました。また、「働きたくても働けな

い」ことを理由に転職を検討している人も、40代と比較して20代の方が多いことが見受けられま
した。



長期的に働きやすい環境を整備することはもちろん重要ですが、その方法が最適かどうか一度

見直す必要があるかもしれません。「若者」と一括りにすることは、成長意欲の高い人材を逃す

ことにも繋がりかねないため、個々の成長やニーズに応じたサポートを行うことがより一層求め

られるでしょう。

◆後藤 祐介氏・プロフィール

ヒューマンキャピタル事業本部 ハタラクティブ及びワー

クリア事業責任者

京都大学を卒業後、大手ゼネコンを経て、2012年にレ
バレジーズへ中途入社。現在は「ハタラクティブ」と障

がい者の就労支援サービス「ワークリア」を統括するほ

か、営業システムの構築や教育制度設計、高校生や

企業に向けたセミナー開催など、幅広い業務を担当し

ている。2020年に中小企業診断士に登録。趣味はゴ
ルフ。

＜調査概要＞

調査対象：現在正社員として勤務している20代と40代の男女1,335名
調査年月：2024年6月25日～6月26日
調査方法：インターネット調査

回答者数：正社員1,335名（20代：563名・40代：772名）
調査主体：レバレジーズ株式会社

実査委託先：GMOリサーチ＆AI株式会社

ハタラクティブ ( https://hataractive.jp/）
ハタラクティブは、フリーターや既卒など正社員未経験の方や経験の浅い第二新卒向けの就職・転職支援
サービスです。サービス登録者数は52万人※を超え、「仕事探しに”あなた”の正解を」というスローガンのも
と、採用基準にマッチした求人を紹介するだけではなく、個々人にとって最適な支援を提供することに重点
を置き、サービスを展開しております。※2023年4月時点

ハタラクティブ プラス（https://hataractive-plus.jp/）
「ハタラクティブ」が運営する、就職・転職のお役立ちメディア。
若年層のキャリア形成を1人でも多く後押ししたいという想いから、主にフリーター・第二新卒・既卒の方の仕事探し
に役立つ情報を発信しています。

Leverages Group（ https://leverages.jp/ ）

本社所在地 ： 東京都渋谷区渋谷2-24-12　渋谷スクランブルスクエア24階 25階
代表取締役： 岩槻　知秀

資本金　　： 5,000万円

https://hataractive.jp/
https://hataractive-plus.jp/
https://leverages.jp/


設立　　　： 2005年4月
事業内容　： 自社メディア事業、人材関連事業、システムエンジニアリング事業、システムコンサルティング事

業、M&Aアドバイザリー事業、DX事業、メディカル関連事業、教育関連事業

社会の課題を解決し関係者全員の幸福を追求し続けることをミッションに、インターネットメディア・人材・システムエンジ

ニアリング・M&A・不動産の領域で国や業界をまたいだ問題解決を行なっています。2005年に創業以来、黒字経営を
継続し、2023年度は年商1149億を突破しました。各分野のスペシャリストが集うオールインハウスの組織構成と、業界
を絞らないポートフォリオ経営で、時代を代表するグローバル企業を目指します。

本リリースに関する報道関係のお問い合わせ
レバレジーズ株式会社　広報部

TEL：03-5774-2900 MAIL： pr@leverages.jp


